
1. 調 査 測 定 方 法

(1)調 査形質

1)重要形質は番号に※印の付いている35項目について調査する。

2) 参考形質は42項目について調査する。

(2)調査時期及び調査部位

l) 株全体の調査は、 落葉後に行う。

形質項番号 1~3 

2)休眠枝の調査は、 休眠期間中に行う。

計測の場合、 2年枝上の 1 年枝について東西南北から各2 本ずつ計 8本を選び調査する。

形質項番号 4~11 

3) 新梢、 若葉の調査は、 開花期間中に行う。

調査部位は、 新梢の先端部近くの新梢表皮面あるいは若葉について調査する。

形質項番号 1 2~1 5 

4)成葉の調査は、 収穫後新梢の生長が1亭止してから行う。

計測の場合は、 東西南北から各 2 本ずつ計 8本の新梢を選び、新梢の中央部の葉について調査す

る。

形質項番号 I 6~21 

5) 花の調査は、 開花盛期に行う。

観察は、 開花直後の花について行う。

計測の場合は、 4)と同様な方法で新梢を選び、 主に新梢第2節の花について調査する。

形質項番号 2 2~37 、 63、 64 

6) 果実の調査は、 収穫盛期にその品種（株）の乎掏的な果実について調査する。

形質項番号 38~6 I 

7)生態的特性および病害虫については、 発芽期から落葉期に行う。

形質項番号 62~77 

8) 標準品種と比較する場合は、 できるだけ樹齢を揃える。
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